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授業の概要

平成23年度の１年生からは新学習指導要領による学習とされながらも教科書配布が平成24年度と，

移行に当たって多くの課題があります。今回の授業では「世界の諸地域」の指導に当たっての課題

を探り，「世界の諸地域」の学習の方法を考えていきます。授業にあたっては，資料から読み取った

ことを解釈したり，説明したりして根拠を基に説明する力を高めていきたいと考えています。

１ 単元 モノカルチャー経済下の人々の生活 ～アフリカ～

２ 単元設定の趣旨

学習指導要領解説社会編（平成20年9月）では，「OECD（経済協力開発機構）のPISA調査など各

種の調査から，我が国の児童生徒については，例えば，思考力・判断力・表現力等を問う読解力

や記述式問題，知識・技能を活用する問題に課題が見られる」と結論づけられている。平成22年

度佐賀県学習状況調査においても類似の結果が見られる。この課題を踏まえ，社会科改訂の趣旨

として「基礎的・基本的な知識，概念や技能の習得とともに，思考力・判断力・表現力等を確実

にはぐくむため言語活動の充実」があげられている。言語活動の充実は，基礎・基本が徹底され

ることや，自己表現力を養うという点で効果が期待できる。地理的分野においては，事象間の関

連を追及したり，説明したりするなどの学習を通して，地理的な見方や考え方の基礎を養うこと

が重視されている。

今回学習するアフリカ州は，世界第２位の面積を持ち，熱帯を挟んでほぼ南北に模式的に気候

帯が広がっている。人類発祥の地であり，四大文明の一つであるエジプト文明が栄えた古い歴史

を持っている。しかし中世の大航海時代以降は奴隷貿易の中心となり長い間ヨーロッパ諸国の植

民地としての歴史も併せ持っている。現在でもヨーロッパ社会とは貿易を中心として経済的に深

いつながりがあり，経済的には植民地時代に共生されたモノカルチャー経済とプランテーション

によって立ち後れているが，現在では各種のレアメタル資源の開発が先進国を中心として世界中

から期待されており，経済の安定に向けた取り組みもなされている。しかしながら貧困や難民が

多く，内戦や民族紛争が絶えず，日本を含む先進諸国，新興国の様々な援助を求めている。

本学級の生徒は全体的に活発で明るく，男女問わず話し合い，発表できる雰囲気を持っている。

４月からグループ学習を取り入れ，１人１人で考えるのではなく，分からないことがあれば互い

に教え合うことが普段の学習で定着している。また，社会科について，いろいろなことを知り，

学び，調べることができるから好きと23人が答えている。しかし，論理的に考え，因果関係を導

き出すことを苦手とする生徒も多く，習熟度に個人差が見られる。アフリカ州についてのイメー

ジは「暑い」「動物が多い」「砂漠」といったイメージしか無く，生活や文化についてはワールド

カップ関連の番組による情報しか持たない。

この単元では生徒にまずアフリカ州へ興味・関心を持って学習できるようにワールドカップに

関する新聞などメディアからの資料を活用し，アフリカを身近に感じさせ，知的好奇心を喚起す

ることに心掛けていきたい。次に，グループによる作業的学習を取り入れ，資料を基に思考する

活動を中心に行っていきたい。グラフや地図帳の主題図など各種の資料から事実を各自で読み取

らせ，読み取ったことを解釈したりグループ内で説明したり，簡潔に書いたりすることによって



根拠を基に説明する力を高めたいと考える。

３ 学習課題 なぜ，アフリカの国々は第１次産品に頼っているのだろうか。

４ 単元の目標

(1) アフリカ州について興味・関心を持ち，学習課題に対して意欲的に取り組むことができる。

（社会的事象への関心・意欲・態度）

(2) アフリカ州の地域的特色について資料から適切に読み取り，多面的・多角的な視点から追求す

ることができる。 （社会的な思考・判断・表現）

(3) アフリカ州の地域的特色について資料から適切に読み取り，説明することができる。

（資料活用の技能）

(4) アフリカ州の自然の特色や歴史的背景，民族と生活，経済の動向などを通して地域的特色を大

観することができる （社会的事象についての知識・理解）

５ 指導計画（全５時間）

評価
時 学習項目 学習内容 主な評価の観点

関 思 技 知

１ 高原大陸と呼ば (1) 変化に富むアフリカの地形 ◎ ○ ◎ アフリカの地理的

れるアフリカ (2) 熱帯と乾燥帯が広いアフリカの気候 ・気候的特色を理

解する。

２ 変転の激しいア (1) 輝かしい古代の歴史 ○ ○ ◎ ○ アフリカの歴史的

フリカの歴史 (2) ヨーロッパ諸国によるアフリカ分割 背景を資料から読

と独立後の問題 み取る。

３ 国によって異な (1) 石油でうるおう国々 ○ ◎ ○ アフリカの経済状

る産業や経済の (2) 中南アフリカの人々の生活を変えた 況とその背景を資

状況 プランテーション 料から読み取る。

４ モノカルチャー (1) 日本とガーナ ○ ◎ ○ ガーナを例にﾓﾉｶﾙﾁ

経済下のガーナ (2) カカオに頼るガーナ ｬｰ経済について資

（本時） (3) ガーナの主な輸出品 料から読み取る。

５ 課題の多いアフ (1) 頻繁に発生する干ばつや食糧不足 ○ ◎ ○ 今後の日本との結

リカと日本との (2) 繰り返される民族間の対立 びつきについて考

結びつき (3) 経済を安定させるための取り組み える。



６ 本時の目標

○ 学習課題について，資料を基に適切に解釈し，考察した結果をワークシートに書き込み，他者

に説明することができる。 （社会的な思考・判断・表現）

○ グループ学習を通して，学習課題に対する自分の考えを深めることができる。

（社会的な思考・判断・表現）

○ モノカルチャー経済の実態と人々の生活の関係を理解することができる。

（社会的事象についての知識・理解）

７ 本時の展開

学習活動 形態 教師の指導･支援 準備

導 ・ 本時の学習課題と学習の流れ 一斉 ・ 前時の学習内容について振り返 ・ガーナの写

入 を確認する る。 真

・ 本時の学習課題について確認さ

せる。

なぜガーナの人々はカカオ栽培にたよった生活をしているのだろう

展 ・ 日本とガーナの貿易について Ｇ ・ 日本とガーナの主要な貿易品目 ・ワークシー

開 比較することで，ガーナの経済 と輸出入総額を比較することで， ト

状況やそれを支えているモノカ ガーナの脆弱な経済状況について

ルチャー経済の課題について考 理解させる。

える。

・ カカオの栽培にたよるガーナ Ｇ ・ アフリカのカカオ産地の分布を ・チョコレー

の人々の生活について資料を元 地図帳で確認させ，カカオの木の トのパッケ

に考える。 栽培条件を理解させる。 ージ

・ カカオ農園の規模や人々の生活 ・カカオの写

との関係について資料を基に考え 真

させる。

・ ガーナの経済を支えているも Ｇ ・ ガーナの主な輸出品や貿易相手 ・ワークシー

のについて資料を基に考える。 国を調べ，国の経済が限られた商 ト

品に支えられていることを確認さ

せる。

・ カカオのプランテーションがガー

ナに持ち込まれた時期や動機につ

いて考えさせる。

・ ガーナの人々の暮らしについ Ｇ ・ プリントの形に従ってまとめる

て分かったことをまとめる。 個人 よう伝える。

ま ・本時のまとめを行う。 一斉 ・ 日本や私たちの生活と深いかか

と わりを持つ国であることを確認し，

め 次時への意欲付けとなるよう話を

行う。

８ 本時の評価

○ 学習課題について，資料を基に適切に解釈し，考察した結果をワークシートに書き込み，他者

に説明することができたか。 （社会的な思考・判断・表現）

○ グループ学習を通して，学習課題に対する自分の考えを深めることができたか。

（社会的な思考・判断・表現）

○ モノカルチャー経済の実態と人々の生活の関係を理解することができたか。

（社会的事象についての知識・理解）



学習日 月 日 １年 組 号 氏名【 】

＜モノカルチャー経済下の人々の生活～アフリカ～＞ 資料P85，別紙資料3

４．モノカルチャー経済下のガーナ

☆語句の確認☆

○カカオ豆とは･･･熱帯各地で栽培されるアオギリ科の常緑高木。果実は紡錘形で，中に多数の
か じつ ぼうすいけい

種子がある。種子を発酵させて乾燥したカカオ豆を，ココア・チョコレートなどの原料にする。
はつこう かんそう

○貿易赤字とは･･･輸出による収入より輸入による支出が多いこと

○貿易黒字とは･･･輸出による収入よりに輸入よる支出が少ないこと

１ 日本とガーナ

○ ガーナの経済について，別紙資料３を見て，次の表を完成させよう。

項 目 ガ ー ナ 日 本

主 な 輸 出 品 機械類，自動車，精密機械

主 な 輸 入 品 機械類，自動車 機械類，原油，衣類

一人当たり GNI(㌦) 米ﾄﾞﾙ 米ﾄﾞﾙ

（輸入） 億ﾄﾞﾙ 兆 億ﾄﾞﾙ

（輸出） 億ﾄﾞﾙ 兆 億ﾄﾞﾙ

２ カカオにたよるガーナ

(1)資料集P150①世界の主な農産物の分布から，カカオ豆は主にアフリ

カのどの地域で生産されているか分かりやすく説明してみよう。

(2)右の「カカオ豆生産量」｢日本のカカオ豆輸入量｣の２つのグラフを

見て，読み取れること（分かること）を下の文に続けて書こう。

学習課題

なぜ、アフリカの国々は第１次産品に頼った生活をしているのだろうか。

①カカオ豆の生産量は，アフリカが全世界の

②ガーナのカカオ豆生産量は，全生産量の

③日本のカカオ豆の輸入は

総貿易額

（億㌦）

ガーナと日本を比べて思った
ことをメモしておきましょう

※GNI：国民総所得
1年間に国民が得たお金

カカオ豆が生産されている地域は主に

日本のカカオ豆輸入量
　　　　　　　　　　（28，800ｔ）

その
他
7%

エクア
ドル
6%

ベネ
ズエラ
10%

ガーナ７７％

日本チョコレート･ココア協会（2009）

カカオ豆生産量（2008）

コートジ
ボアール

34%

アフリカ
その他
17%

中南米
13%

その他
17%

ガーナ
19%

日本チョコレート･ココア協会(2009)

3466300ｔ



３ ガーナの主な輸出品

(1)資料 P86①農産物や鉱産物にかたよる資源から下の表にまとめなさい。

国名 輸出品目(1位) 輸出総額 輸入総額 輸入品目(1位)

ガーナ 億㌦ 億㌦

ナイジェリア 億㌦ 111.0億㌦ 機械類，自動車，鉄鋼(66%)

(2)ガーナとナイジェリアは同じモノカルチャー経済下の国だが，上の表のように輸出入総額が大き

く違う理由はなぜか，前の時間までの学習を振り返って簡単に書こう。

(3)別紙資料４から，カカオ豆が日本に届くまでを簡単にまとめ，カカオ豆がいくらで取引されてい

るかを予想してみよう。

カカオ豆の結実から出荷まで ◎カカオ豆の値段

①収穫の時期は，

１㎏＝

②収穫したあと，

③発酵が終わると， ガーナの人が受け取る金額

④検査で検査で合格したものが麻袋に 60㎏ずつつめられ，

コンテナ船で約１ヶ月かかって運ばれてきます。

(4)なぜ，ガーナの人々はカカオ豆のプランテーション農業にたよった生活をしているのだろうか。

(5)ガーナの人々が，現在のモノカルチャー経済から抜け出す

ためにはどのようなことが必要だろうか。

※1億ドル＝約100億円で考えたら分かりやすい。(実際はその日によって違います)

今日の学習のまとめ、感想




